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成果有体物とは、研究開発の成果として得られた研究データやサンプル等をいいます。同じく研究開発の成果である発明や意匠のような無体物（idea等）と異なり形があるものです。成果有体物については、研究開発の場で研究者間の利用を促進する一方、研究活動において得られた貴重なサンプルや情報の流出を防ぐ必要があります。
本学では、成果有体物の適正な取扱い及び管理を図るため、「産業医科大学成果有体物取扱規程」を定めており、その中で成果有体物を、研究等により又は研究等の過程で得られた研究データ、試薬、試料、生物試料（実験動物、菌株、プラスミド、動植物細胞等）、試作品、実験装置、ソフトウエア等（ただし論文、講演、プログラムその他の著作物に関するものを除く）、と定義しています。そして、教職員等が創出した成果有体物は、当大学に帰属すると規定しています。発明や意匠と同様に財産的価値があるためです。
一方、成果有体物の管理は、その特殊性から、創作者である教職員等が行うとしています。そして、成果有体物を学外に提供又は開示する場合、或いは学外から成果有体物の提供又は開示を受ける場合には、予め届出書を提出することが義務付けられています。
研究開発においては、学外の成果有体物、例えば、新たな微生物株、遺伝子サンプル、細胞などの自己増殖するものや入手困難な素材等の提供を受けて実験・研究を行うことが稀ではありません。また、今後、学外から本学所有の成果有体物の提供要請も増加してくることが予想されます。成果有体物移転契約（Material Transfer Agreement: MTA）とは、このような成果有体物の提供・授受を行う際に締結される契約です。

MTAは、成果有体物を提供する者が、提供を受ける者に対して当該有体物の使用に当たり、一定の遵守項目を提示して締結を求めるのが一般的です。
MTAの主な条項としては、（１）成果有体物の特定と提供の条件（有償か無償か等）、（２）目的外使用の禁止、（３）研究成果の取扱い、（４）保証（提供した有体物について一切保証しないのが一般的）、（５）秘密保持等が挙げられます。
MTAは、提供先(使用者)での成果有体物の使用の制限、提供した有体物のオリジナル性の担保や関連情報の守秘義務を規定するものです。例えば、提供した細胞を提供先が勝手にヒトに使用することを予め禁止して倫理的な問題も含め不測のトラブルの発生を予防し、また、有体物の使用・保有によって提供先で生じた損害について一切責任を負わない旨を宣言しておくためのものです。このようにMTAは、提供元が提供した有体物につき提供先を縛るものであり、提供先の片務的な契約といえます。
MTAの締結に当たっては産学連携・知的財産本部に予め相談頂くと共に、上記届出書と同様に契約情報を産学連携・知的財産本部に連絡頂くよう徹底をお願い致します。
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